




















1　 S、Oと V SOVなど SOVなど SOVなど
2　 名詞と側置詞 ＋ ＋ ＋
3　 所有格と名詞 ＋ ＋ ＋
4　 指示詞と名詞 ＋ ＋ ＋
5　 数詞と名詞 ＋ ＋（－） ＋
6　 形容詞と名詞 ＋ ＋ ＋
7　 関係詞と名詞 ＋ ＋ ＋；その他
8　 固有名詞と普通名詞 ＋ ＋ ＋
9　 比較の表現 ＋ ＋ ＋
10　本動詞と助動詞 ＋ ＋ ＋
11　副詞と動詞 Vの前 Vの前 Vの前





14　一般疑問文での S、V倒置 無し 無し 無し
15　疑問詞 平叙文式 平叙文式 平叙文式
16　特殊疑問文での S、V倒置 無し 無し 無し
17　否定の印 動詞語尾 動詞語尾 動詞語尾
18　条件節と主節 ＋ ＋ ＋




（0-1）rupijəl pahəji sətə pənəhəji
ルピヤル パハイ サタ パナハイ




































































































これ それ あれ それ・あれ
日本語 ＋ ＋ ＋




















文法的範疇・意味 日本語の助詞 シンハラ語のニパータ タミル語の接辞
主格 ga Φ Φ
対格 o Φ, tʃa（1人称のみ） ai
与格・所格 ni tə kku,
奪格 kara genː, pətənː
仲間格 to səməgə, səhə odu,um
所格（場格）・道具格 de ðiː il, idam
基点 yori ninː
比較 yori vadaːθ vida
到達点 made vanaθuru, ðəkvaː
方向格 e tə kku
所有格 no geː udaiya
疑問の印 ka ðə a
限定 dake pəmənək mattun
様態 yoona, yooni vəgeː pola, pol
並列・列挙 mo θ um
主題 wa vənə
強調 koso nəm, ma
確認 ne ne, neː





























主格 nangal ningal avargal
対格 engalai ungalai avargalai
与格 engalukku ungalukku avargalukku























i tai nna aːsaji
u 。 navaː .
u toki na vita
e ba navaː nam





単数 -en -ay （m）-an, （f）-al, （m/f）-ar, （n）-adu







現在形 不定形＋ ir＋活用語尾 語幹＋ gir＋活用語尾
未来形 語幹＋ pp＋活用語尾 語幹＋ v＋活用語尾
過去分詞が iで終わらないもの 過去分詞が iで終わるもの




































（1-5）タ：engalukku indap pudavai pidittirukkiradu

















（1-6） a He broke the window.
  主語 目的語
  動作者 対象
  主格 対格
 b The window was broken by him.
  主語 補語
  対象 動作者
  主格 斜格

































1） 書き言葉と話し言葉 ＋ ＋ －
2） 音節 ＋ ＋ －




5） 指示語 ＋（3体系） ＋－（4体系） ＋－（2体系）
6） 後置詞 ＋ ＋ ＋－
7） 動詞の活用 ＋（語幹＋活用語尾） ＋ －
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